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Ｙ⇒Δ変換

𝑍
𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍

𝑍

𝑍
𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍

𝑍

𝑍
𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍 𝑍

𝑍

a

bc

a'

b'c'

等価変換

𝑍𝑍

𝑍

𝑍

𝑍𝑍
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Ｙ⇒Δ変換
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《導出の別解》
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Δ⇒Ｙ変換の公式より
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Δ⇔Ｙ変換
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《三相平衡負荷》

Δ⇒Ｙ変換： 倍になる

Ｙ⇒Δ変換：3倍になる

重要：Δ⇔Y変換の公式は、𝑍：インピーダンス [Ω] （単位Ωであることがポイント）に対して成⽴する。
コイルのインダクタンス𝐿 [H]やコンデンサの静電容量𝐶 [F]は、リアクタンス𝑋[Ω]にしてから
Δ⇔Y変換の公式に適⽤すること。

※各相のインピーダンスが全て等しいとき



Δ⇔Ｙ変換

等価変換

等価変換

《コイルインダクタンス》
コイルのリアクタンス𝑋[Ω]の⼤きさはインダクタンス𝐿[H]を⽤いて、 𝑋 𝜔𝐿で表す。
インダクタンス𝐿[H]がリアクタンス𝑋[Ω]と⽐例関係なので、Δ⇔Ｙ変換の関係がそのまま使える。

Δ⇒Ｙ変換： 倍になる

Ｙ⇒Δ変換：3倍になる
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Δ⇔Ｙ変換
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《コンデンサ静電容量》

Δ⇒Ｙ変換：3倍になる

Ｙ⇒Δ変換： 倍になる

 𝐶 [F]  3𝐶 [F]

 3𝐶 [F]
 3𝐶 [F]

 𝐶 [F]

 𝐶 [F]
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 𝐶 [F]

コンデンサのリアクタンス𝑋[Ω]の⼤きさは静電容量𝐶[F]を⽤いて、 𝑋 で表す。
静電容量𝐶[F]がリアクタンス𝑋[Ω]と反⽐例関係なので、Δ⇔Ｙ変換の関係が逆になる。


